
令和7年11月11日に卒倒し意識のない同僚に対し、救命活動を行いました。

消防が現場到着しAEDが装着されるまでの間に適切な心肺蘇生法が継続されたことで

同僚は命をとりとめました。

素早く行動出来た2人に敬意を表すと共にこれからも現場の安全を見守り続けながら

仕事に人力を尽くして行きます。


